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　　　　　　　　緒　　　　　言

　　川
　前報において，土壊温度33o，28℃区で生育した水稲

は，分けつ期以降になると，乾物生産と葉面積の関係が

対応しなくなった　これは，乾物生産と重要な関係をも

つ単位光合成能力が，土壌温度3ヂ，28◎C区で特に著し

く低下したと考えるよりも，受光能率が低下して，群落

状態下での葉面光合成能力が低下したためと推論した．
　　　　　　　　　　　　（2）
すでに著者が報告したように，単葉の光合成能力は，む

しろ土壊温度33◎Cで生育させた水稲で高くて，上記の

推論を裏づけている．本報告は，最高分けつ期から出穂

期にかけての個体光合成能力と土壊温度の関係を調べ

て，上に述べた仮定について検討したものである．実験

は，1965隼京都大学農学部作物学研究室で長谷川浩教授

の御指導の下に，白石洋君の協力をえて行なった．

　　　　　　　　実験材料と方法

　水稲品種農林29号を供試し，7月19日に，4．8葉の苗

を1ポットに1株移檀して土耕栽培を行なった．土壊温

度処理は3ヂCと2ゴCの2段階として，戸外大型土壌
垣温水槽を用いて7月28日から処理を行なった．施肥方

法は，前報に準じた．光合成の測定は，土壊温度を制御

した水槽内にポットを入れ，鉄製枠に透明なビニールを

張った同化室をかぶせ，送風機で空気を同化室内に送り

込み，空気入口と出口のC02濃度を赤外線ガス分析器で

測定する通気法によって行なった．なお測定にあたって

は，個体に充分光があたるようにした．各測定日の0．8

ca1／cm2／min以上の光度の時に測定した値を以ってそ

の時期の個体光合成能力の値とした．

　測定日は，つぎのとおりである．

　　8月28日　最高分けつ期

　　9月4日　穂ばらみ期

　　9月13日　出穂期

実　験　結　果

1．個体光合成能力の推移

　一般に水稲の個体光合成能力は，分けつ初期に小さ

く，その後生育の進展するにつれて増大して，最高分け

つ期に極大になり，その後一時低下して，穂ばらみ期か

ら出穂期にかけて再び極大になり，その後多少の変化を
　　　　　　　　（5）
示して低下していく．本実験では全生育期間にわたって

個体光合成能力を測定していないが，第1図から，土壌

温度にか㌧わらず，最高分けつ期頃と出穂期頃に個体光

合成能力が極大に達することが読みとれる．そして本実

験の範囲内では，常に3ヂC区は，23．C区よりも個体光
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Fig．2　Changes　of1eaf　area　per　p1ant
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合成能力が高いことがわかった．

2．単位（葉面積当り）光合成能力

　単位光合成能力は，分けつ期に最大値を示し，その後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
は生育するにつれて，急激に低下していく，本実験で

は，個体光合成能力は単位光合成能力と葉面積の積であ

るという考え方から，個体光合成能力を葉面積（第2図）

で除して求めた．その結果は，第3図に示すように，全

体としては生育の進むにつれて単位光合成能力は低下し

ていくが，23◎C区に比較して33◎C区の単位光合成能力

は高い傾向を示した．

　　　　　　　　考　　　　　察

以上の結果から，個体光合成能力も単位光合成能力

も，土壌温度研C区が23◎C区よりも優っていることが

Tab1e

　　　　　　　　　28／8　　　　　　4／9　　　　　13／9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Date
　　　　F1g　3　Changes　of　photosynthetlc

　　　　　　　rate　per　unit1eaf　area

証明された．これは，光合成の測定に際して，水稲体に

充分光があたるようにして得た値であって，その檀物体

の本来の光合成能力を示しているものと言える．ところ

が水稲が作物である以上，孤立した状態で栽培されるこ

とはない，通常群落として栽培される．そして従来の研

究から，群落内で測定した光合成能力は，植物体の本来

の光合成能力と異なった値をとることが知られている．
　　（3）
村田等によると，それは群落光合成能力と呼ばれていて，

次のように規定されている．

　　　　　　　P＝fpo　A

　つまり群落光合成能力pは，単位光合成能力Po，葉面

積Aおよび受光能率fによって決定されている．

　こ＼で，実験の結果から，単位光合成能力と葉面積は

研C区の方が，2ヂC区よりも高い値を示すことがわか

っているので，受光能率が土壌温度によりどのように影

　　　　　　　　　．（7）
1．Growth　Ana1ys1s（from28th　Aug　to13th　Sept）

P1ot
　　　　　　　　　　　3ヂC 23◎C

Re1at1ve　growth　rate（RGR）

Net　ass1m11at1on　rate（NAR）

Leaf　area　rat1o　　　　（LAR）

40／

382

105

　　　　×10一壬
412

　　　　×10」
549　　　　9／cm2／day

75　　　　cm2／g

RGR＝（1oge　w2－1oge　w1）／（t2－t1）

NAR＝（1oge　u2－1oge　u1）／（u2－u1）・（w2－w1）／（t2－t1）

LAR＝（1oge　w2－1oge　w1）／（w2－w1）・（u2－u1）／（1oge　u2－1oge　u1）

　　w1and　w2　p1ant　dry　we1ght　at　tlmes　t1and　t2

　　u1and　u2　P1ant1eaf　area　at　t1mes　tt　and　t2
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Summary 

The changes of photosynthetic rate and dry matter production in rice plants (c. v 

Norin 29) grown under different soil temperature (23'C and 33'C) for the growth 

duration from maximum tiller number stage to heading stage have been investigated 

The following results were obtained ; 

1. Both photosynthetic rate per plant and per unit leaf area were higher in plants 

under higher soil temperature 

2. RGR is determined by NAR and LAR. RGR of 33'C plants was lower and parallel 

to NAR. NAR in this duration is said to be associated with photosynthetic rate of a 

rice community. It seemed that 33'C plants had low photosynthetic rate of a rice 

commumty 
3. 33'C plants had larger leaf area per plant and narrow, thin leaves. They seemed 

to have low light-receiving coefficient 

4. Higher soil temperature made photosynthetic rate per plant and per unit leaf area 

higher, but in the other hand, Iight-receiving coefficient lower. Then photosynthetic 

rate of a rice community may be lower and dry matter production may be depressed in 

plants under higher soil temperature, in this experiment duratron 




